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１ 新たな地域医療構想等に関する検討会について

2

■ 構成員

○ 国では、85歳以上人口の増大や人口減少がさらに進む2040年を見据え、令和６年３月に「新たな地域医
療構想等に関する検討会」を設置。

○ 検討会において、将来あるべき医療提供体制の実現に向けて、かかりつけ医、在宅医療、医療・介護連携
など地域医療構想の議論すべき論点を拡大するとともに、医療機関機能の明確化、都道府県の責務や権限、
市町村の役割、財政支援のあり方等について検討を行い、令和６年12月18日にとりまとめを公表。

■ 開催状況（令和６年３月～12月）
開催日 内 容

① 3/29 ○ 新たな地域医療構想に関する検討の進め方について等

② 4/17 ○ 新たな地域医療構想に関する関係団体・有識者ヒアリング①

③ 5/22 ○ 新たな地域医療構想に関する関係団体・有識者ヒアリング②

④ 5/27 ○ 新たな地域医療構想に関する関係団体・有識者ヒアリング③

⑤ 5/31 ○ 新たな地域医療構想に関する関係団体・有識者ヒアリング④

⑥ 6/21 ○ 新たな地域医療構想に関する論点について

⑦ 8/26 ○ 新たな地域医療構想を通じて目指すべき医療について

⑧ 9/6 ○ 入院医療について

⑨ 9/30 ○ 医師偏在是正対策について
○ 新たな地域医療構想について（入院医療、在宅医療、構想区域等）
○ 新たな地域医療構想において精神医療を位置付ける場合の課題等に
関する検討プロジェクトチームの開催について

⑩ 10/17 ○ 新たな地域医療構想について（医療機関機能、外来医療）

⑪ 11/8 ○ 新たな地域医療構想について（外来・在宅医療・介護との連携等）

⑫ 11/20 ○ 医師偏在是正対策について

⑬ 12/3 ○ 新たな地域医療構想について（地域医療構想の推進、病床機能・医
療機関機能、構想区域）
○ 新たな地域医療構想において精神医療を位置付ける場合の課題等に
関する検討プロジェクトチームの検討結果について

⑭ 12/6 ○ 新たな地域医療構想に関するとりまとめ（案）について

⑮ 12/10 ○ 新たな地域医療構想に関するとりまとめ（案）について
○ 医師偏在対策に関するとりまとめ（案）について



２ 国の検討会のとりまとめについて

3出典：厚生労働省「『新たな地域医療構想等に関する検討会』のとりまとめ」https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_47465.html

＜概要＞



２ 国の検討会のとりまとめについて
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＜主な記載事項＞

出典：厚生労働省「第13回新たな地域医療構想等に関する検討会」https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_46402.html



２ 国の検討会のとりまとめについて
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＜新たな地域医療構想と医療計画の関係の整理＞

出典：厚生労働省「第13回新たな地域医療構想等に関する検討会」https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_46402.html



２ 国の検討会のとりまとめについて

6

＜病床機能について＞

出典：厚生労働省「第13回新たな地域医療構想等に関する検討会」https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_46402.html



２ 国の検討会のとりまとめについて
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＜医療機関機能について＞

出典：厚生労働省「第13回新たな地域医療構想等に関する検討会」https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_46402.html



３ 今後の対応等について

8出典：厚生労働省「第13回新たな地域医療構想等に関する検討会」https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_46402.html

○ 国では、検討会のとりまとめを踏まえ、令和７年度に新たな地域医療構想の推進に関するガイドラインを
策定予定。このガイドラインをもとに、都道府県が令和８年度以降に地域医療構想を策定し、取組を進めて
いくこととなる。

○ 新たな地域医療構想の策定にあたっては、入院医療や外来医療だけではなく、在宅医療、高齢者救急、介
護との連携、人材確保など検討事項が多岐にわたり、地域によって事情が異なっていることから、客観的な
データ分析に加えて、地域の中で議論を重ねていくことが重要となる。

○ 本県では、国からガイドラインが提示される前に、データ分析や推計をもとにした議論に着手していくこ
ととしたい。


